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暦の上では立春を迎えたものの、まだまだ朝晩はかなり冷え込む日が続いております。

世間ではいまだコロナウイルスが猛威を振るっており、一部ではインフルエンザの流行も

見られ、油断ならない状況です。当施設では引き続き、感染症予防の取り組みに努めて参り

ます。皆様も引き続き感染症予防に努めていきましょう。 

 まずは施設長より、日頃ご高配頂いている皆様へのご挨拶を申し上げたいと思います。 

 

日頃より施設運営にご理解ご協力を賜り誠にありがとうございます。あわせて感染症対策へのご協力に心

より感謝申し上げます。 

さて、当施設では令和４年１２月２５日に新型コロナ陽性者の確認後より、令和５年１月９日までにご入居

者３２名、職員９人の感染が確認されました。その後濃厚接触者の健康観察期間が２３日に終了し、２４日よ

り通常の支援体制に戻りました。関係者の皆様にはご心配とご迷惑をおかけしましたことを心よりお詫び申し

上げます。 

新型コロナウィルスの感染者が国内で初めて確認されてから３年が経過しました。 

今後は季節性インフルエンザ同等の類型へと移行していくとのことです。社会の潮流 

から理解はできなくはないのですが、今回の経験を通じて医療提供体制の確保など、 

感染症に弱い方たちへのフォロー体制が強く望まれます。 

立春も過ぎるなど遅いご挨拶になりますが、本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

            

 

施設長 繁田高広 

節分のご様子 

特養では節分会を行いました。ご入居者が鬼に扮した

職員に元気よく豆をぶつけている様子をご覧ください！ 



 

 

 

 

 

次号は春頃に    

発行予定です！ 

●デイサービス空き情報● 

月 火 水 木 金 土 

× △ △ △ △ △ 

○…空きあり △…要相談 ×…空きなし 

～見学も随時受け付けております～ 

東・河津までお気軽にご相談ください！ 
電話：０４３－３０５－０１００ 

広報誌作成担当 

岩本和広、黒川祐久子      

星悠輔、野戸愛実 

令和 4年 11月 27日、法人内で開催された事例研究発表会に 

3名の職員が参加しました。 

当施設では安全対策委員会を中心に、ご利用者の安全・安心な 

生活の為、どのような対策が必要か、またどのようにすれば事故を 

未然に防ぐことができるのかという内容に焦点を当て、令和 2年度 

より研究を実施していました。 

実際に発生した事故の分析をしたり、日常生活の中でヒヤリとしたこと、ハッと気づいたことに関する職員

間での情報共有を強化し、日常の中に潜む危険を職員全員で周知できるようにしたり、生活支援に関わる

全職員に向けたＫＹＴ（危険予知トレーニング）研修を実施したり等、様々な対策をしてきました。その結果、

令和 3年度には令和 2年度に比べ、事故の発生を約 3割減らすことが出来ました。 

しかしながら、まだまだ事故の発生が完全になくなることはありません。当施設では引き続きご利用者の

安全・安心な生活の為、日々できるかぎりの対策を実践していこうと思います。 

 

デイサービスでも節分会を実施しました！ また昨年末には忘年会も実施しております。 

ここではその時の様子を一部ご紹介したいと思います。 

 

１２月２８日、昨年の最終営業日には忘年会を行いました。 

ビンゴ大会を行い、皆さまに景品を準備させて頂きました。 

ビンゴカードを見つめ 

番号がないか集中して 

探していました。 

景品を受け取ると 

嬉しそうな表情が 

見られました。 

新聞紙を丸めて豆まきを行いました。 

皆様「鬼は外！福は内！」と、鬼をめがけて 

一生懸命豆まきをしていました。 

最後には鬼とも仲良く 

記念撮影しました！ 


